早稲田の杜 通信　　　　　　２０２４年９月号　
夏休みが終わり新しい学期の始まりにあたっては、前学期を振り返り、「今学期も頑張ろう」と抱負を抱く人もいれば、「今学期こそ頑張ろう」と決意を新たにする人もいると思います。
二学期は長いです。大事なことは、そうした気持ちが学期の始まりだけの短期間に終わらず、強い意志で二学期の終わりまで持ち続けられるかどうかです。
毎年のように書いていることですが、一学期ではそれほど力の差を感じられなかった塾生たちが、二学期の終わりになってくると大きく差がついてしまっているという事実があります。
二学期は長いだけでなく、どの科目を見ても、学習内容の難易度そのものに違いがあります。
一学期は楽勝だった科目にも、一学期とは比較にならないほど難しくなるものが少なからず
あると言わざるをえません。そのため、少し難しく感じると、もうだめだ、できないと投げ出してしまう人がおります。ここに学力差が開いてしまう大きな要因があると思います。
自分が難しいと感じる内容は誰にとっても難しいものです。難しくてもそこで弱音を吐かず、２回、３回と取り組んでいくうちに、わからなかった内容が少しずつわかるようになってきます。
「英語長文ハイパートレーニング」（桐原書店）など多数の著作で知られるY氏が、ある参考書の中で、英作文の模範解答を作成する時の苦労について書いていることですが、 難しい表現に直面した時には恥ずかしい思いをしないよう必死に考え、時には和英辞典も引き自信がないところは他の先生に意見を聞き、最後にそれをネイティブスピーカーにみてもらって完成させるそうです。プロ中のプロともいえる先生が、こんな苦労話を本気でしてくれるのには驚かされました。 と同時に、謙虚にこれだけの取り組みをするからこそ一流になれるのだとも思いました。
英語の話を挙げましたが、他の科目も同様です。　特に理数系の科目には、覚える力に加え、
考える力、理解する力がより多く必要とされるため、手ごわいものが数多くあります。
その時はなんとか理解し解けたとしても、しばらくすると忘れてしまっており、何度か反復を繰り返してやっと身につくということは、私も含め、経験済みの人は多いことと思われます。
早稲田の杜には早稲田の理工や政経、文、慶応の経済や法学部など高校に進んでから伸びた生徒が数多くいました。どの生徒にも共通して言えたことは、その大半がわからなければわかるまで、覚えられなければ覚えられるまで、黙々と粘り強く取り組むという努力型で、押しつけられた勉強ではない、自分の勉強スタイルを確立させていたということです。加えて、私たち講師との対話をしっかり行い、適切なアドバイスを適宜得ていたということも特筆すべきことです。
現塾生にはこうした取り組みを参考に、二学期、勉強の姿勢を作りあげてほしいと望みます。
９月以降の祝日ですが、11月２３日（土）の勤労感謝の日だけは体を休める日とし、お休みとさせていただきますが、それ以外の祝日は全て授業を行う予定でおります。宜しくお願いします。
